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成を課題としている日本語コースが増えている。2018 年に刊行された『BATJ Journal』19 号の読者ア
ンケートのテーマは、学習ポートフォリオに関するものであった。だが、このアンケート調査の回答


























‘Pronunciation and Speech’ e-Portfolio: A learning task for improving Japanese oral proficiency 
24 
によりデジタル化されたものも増えている。『BATJ Journal』（2018）の読者アンケートの回答者 25
人のうち、学習者にポートフォリオを作成させているという回答は 10 人であった。そのうち、e ポー




































































【時期】 3 年生の後期 
【人数】 6 人 2 
【母語】 オランダ語 
【日本語レベル】 中級の中～下 (CEFR3：B1) 
 ポートフォリオ課題については、前述の改善点を考慮して活動を考案した。 
(1) 授業内の指導： 2 週間に 1 回約 10 分、日本語の発音と話し方の知識を導入して練習する。練習内
容は、日本語のリズム、特殊拍、アクセント、イントネーションなどである。 
(2) 授業外の活動： 学生は、指定された話題について 30 秒以内で話して録音し、録音ファイルを大学
の学習用オンラインシステム上にアップロードする。 
(3) 録音の回数：  学期 12 週間に 5 回の録音を行う。毎回の録音について教師から個別にフィード
バックを受ける。 
(4) 録音の話題：  話題は、自然会話のようにインフォメーションギャップが起きそうなものを設定
した。発音や話し方に注意を向けられるように、平易な内容になる 5 つの話題「自
己紹介」「私の町」「私の国」「私の趣味」「私の好きな物」を選んだ。 

































ついて「4 とてもよくなった」「3 よくなった」「2 変わらない」「1 悪くなった」の 4 段階で評価し、





   
学生 6 人が提出した「ふり返りシート」の内容を分析する 4。それぞれの項目に対する 6 人の平均値















































図 1： 学生による自己評価（6 人の平均値） 
 
 分析の結果、学生による発音と話し方に関する自己評価は、図 1 に見られるように、10 項目全てに
おいて「2 変わらない」以上の値となった。「1 悪くなった」「4 とてもよくなった」という評価を付
けた学生はいなかった。 
詳しく見ていくと、「3 よくなった」という評価が最も多かったのは、⑨聞きやすさであった。学生
6 人中 5 人が、自分の話の聞きやすさが向上したと評価していた。次に、6 人中 4 人が「3 よくなった」
と評価した項目は、①単音、④撥音、⑦イントネーション、⑧流暢さの 4 項目であった。どちらかと
いうと、全体的な話し方の印象に関わる大きな音声単位の項目の評価が高めであった 5（図 1 の青枠）。 
























































図 2： 教師による評価（6 人の平均値） 
 
図 2 に見られるように、学生による自己評価と同様に、10 項目全てにおいて「2 変わらない」以上
の値になった。最も多くの学生が「4 とてもよくなった」や「3 よくなった」と評価された項目は⑥リ
ズムで、6 人中 4 人がリズムが向上していると評価された。他に、「4 とてもよくなった」という評価
が見られたのは、①単音、②長音、③促音、④撥音、⑩わかりやすさの 5 項目であった。教師に「1












5.3 e ポートフォリオ活動で発音や話し方が改善されたか？ 
 

































るスタッフの仕事量が気がかりである」「extra workload for checking」など、教師の作業量の増加を懸
念する意見があった。 



































2 ポートフォリオ作成活動を始めた学生は 10 人であったが、最後まで活動を行った学生は 6 人であった。 
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